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本日の内容

• 感染性胃腸炎とインフルエンザ

• 疫学

• 微生物の特徴

• 感染対策



感染性胃腸炎とは

• 主に、ウイルスなどの微生物を原因とする胃腸炎の総称

• 原因ウイルス；「ノロウイルス」、「ロタウイルス」、「サ

ポウイルス」、「アデノウイルス」など

• 症状；感染後24〜48時で、下痢・吐き気・おう吐・腹痛・発
熱など



Ministry of Health, Labour and Welfare

ノロウイルスに汚染された「大福もち」

ノロウイルス食中毒の事件例（１）

１．概要 発生年月：平成２０年１月
有症者数：３３３名（２事業所の従業員及び家族）
原因施設：菓子製造業
病因物質：ノロウイルスGⅡ

２．調査結果：ノロウイルスを保有していた３名の従業員が作った大
福もちを食べた４３１名のうち３３３名が発症（発病
率７７％）した。
従業員は、３名とも症状はなく、感染の自覚はなかっ
たが、検便でノロウイルスが検出された。
便所の手洗い設備には消毒液は設置されておらず、手
拭きは布タオルを共用していた。
この事例では、あんは陰性であったが、もちからノロ
ウイルスが検出されたことから、製造の際の手洗いが
不十分であったことが原因と判明した。
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感染性胃腸炎の集団発生について 

 
 

 

 

 

 

 

２月２５日（火） 

君津市内の高齢者福祉施設から君津保健所に対し、複数の利用者及び職員が嘔吐・下痢 

症状を呈しているとの連絡があり、当該施設に対する現地調査を実施した。 

その結果、２月１４日（金）から２月２５日（火）までにかけて、利用者３９名、職員４名

が嘔吐、下痢等の症状を呈していることが判明した。 

当該保健所では、利用者等の便検査への協力を依頼するとともに、衛生指導を実施した。 

２月２６日（水） 

症状のあった利用者５名、職員１名の便について検査したところ、利用者５名中４名、職員  

１名からノロウイルスが検出された。 

 

２月２７日（木） 

これまでに発症が確認されているのは利用者４１名、職員４名の計４５名で、１名が入院

しているが、快方に向かっている。 

 

 

 

 

君津市内の高齢者福祉施設で、ノロウイルスによる感染性胃腸炎の集団 

発生がありました。 

感染性胃腸炎は、通年で発生していますが、特に冬場から春先にかけて   

多く発生しているので、日頃からこまめに手洗いをするよう心掛けましょう。 

また、感染拡大を防止するため、ふん便や嘔吐物は適正に処理し、汚れた 

床や用具などは塩素系消毒薬を用いて適切に消毒しましょう。 

 

2025 年は感染性胃腸炎が例年同時期と比べて特に多くの患者数が報告されています。 

○施設等における注意事項 

・ 日頃から利用者や職員の健康管理に注意してください。 

・ 施設内でふん便や嘔吐物を処理する時は、使い捨てのガウン（エプロン）・ビニール手袋・マス

クを着用し、汚れた床や用具などは適正な濃度の塩素系消毒薬で速やかに消毒してください。作

業が終わったら、手をよく洗い、窓を開けて、十分に換気をしましょう。 

・ 詳しい消毒方法や同様の症状を呈する方が複数名発生した場合には、お近くの保健所（健康

福祉センター）に御相談ください。 

○県民の皆様へ 

・ 調理の前や食事の前、トイレの後などには手を十分に洗いましょう。 

令 和 ７ 年 ２ 月 ２ ８ 日 

健 康 福 祉 部 疾 病 対 策 課 

０４３－２２３－２５７４ 

Chiba Prefectural Government 

報道資料 千 葉 県 

感染性胃腸炎
集団発生報告



質問

• ノロウイルスによる食中毒の発生時期はいつ頃が、最も多

い？

①春　②夏　③秋　④冬



感染性胃腸炎流行状況

国立健康危機管理研究機構　感染症情報提供サイトより



感染性胃腸炎流行状況

国立健康危機管理研究機構　感染症情報提供サイトより



質問

• ノロウイルスによる食中毒の原因になりやすい食品は？

①マグロ　②カ二　③生カキ　



ノロウイルス感染経路

ノロウイルスの感染経路

出典『ノロウイルスによる食中毒の現状と対策について』国立医薬品食品衛生研究所.より



食中毒原因物質

• 2024年は、食中毒事件が1,037件発生
し、患者総数は14,229人となった

• 様々な食中毒原因の半数以上が、ノロ
ウイルスが原因で起こっていた

• この報告は、あくまで食中毒として行
政報告された数となっている

• 潜在的には、もっと多くの食中毒事案
が発生していると思われる
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質問

• ノロウイルスをネズミの大きさにすると、人の大きさはどの

位になる？

①東京タワー　②日本列島　③地球　



ノロウイスルの大きさ

ノロウイルス ヒト30~40nm



質問

• ノロウイルスはどれぐらいの量で感染する？

①10000〜100000個　②1000〜3000個　③10〜100個　



ノロウイルスに感染すると

• 下痢をする→便の中には、1ｇあたり10億個以上のウイルス
が存在する

• おう吐をする→吐物の中には、1ｇあたり100万個以上のウイ
ルスが存在する



便による汚染とは・・

1ｇあたり10億個のノロウイルを含む便が、0.1ｇどこかに入り込むと・・・

お風呂（1ｍ3）の
水に溶けると
→約100個/cc

シンク（50×50×20cm）の
水に溶けると
→約2000個/cc

コップ（100cc）の
水に溶けると
→約100万個/cc



質問

• ノロウイルスに感染したヒトの体内には、どのくらいの期間ウイルスが生き

残っている？

①症状がなくなるまで　

②症状がなくなってから約1週間　

③症状がなくなってから1年以上　



ノロウイルス感染の特徴

• おう吐物やべん中に、大量のウイルスが存在し、

• 少量のウイルスで、容易に他の人へ感染する。

• 症状がよくなっても、1週間〜1ヶ月程度ウイルスの排出が続
く→ヒトへ感染させる可能性がある



ノロウイルス　感染予防



手洗い

• トイレの後には手を、しっかりと洗う

• おう吐物や排泄物を片付けた後

• 外出から戻った後

• 食事の前、調理の直前

• ゴミなどの汚れた物を触った後

• 手袋着用の前後



こんな手洗いしてませんか？

手洗いの注意
こんなことはやめましょう

不適切な身だしなみ
手洗いした時に時計、指輪、
マニキュア、長い爪、つけ爪

ぬれたままのアルコール
（効果が期待できない）

手洗い後に共通タオルの利用
（二次汚染）

エプロンや服でふく

指先だけ手洗い、短時間手洗い、
水洗いのみ

手洗いの注意
こんなことはやめましょう

不適切な身だしなみ
手洗いした時に時計、指輪、
マニキュア、長い爪、つけ爪

ぬれたままのアルコール
（効果が期待できない）

手洗い後に共通タオルの利用
（二次汚染）

エプロンや服でふく

指先だけ手洗い、短時間手洗い、
水洗いのみ

手洗いの注意
こんなことはやめましょう

不適切な身だしなみ
手洗いした時に時計、指輪、
マニキュア、長い爪、つけ爪

ぬれたままのアルコール
（効果が期待できない）

手洗い後に共通タオルの利用
（二次汚染）

エプロンや服でふく

指先だけ手洗い、短時間手洗い、
水洗いのみ

手ふきタオルをト
イレと共有する

装飾品を 
着けている

指先だけを洗う



15秒未満のこすり洗い
手洗い前 手洗い後



15秒以上のこすり洗い
手洗い前 手洗い後



ノロウイルス食中毒を予防するための4原則

持ち込まない

拡げない

加熱する

つけない
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食中毒予防

• 持ち込まない；体調の悪いときに調理は
しない、トイレと台所の手ふきタオルは
分ける

• 拡げない；トイレの管理、おう吐物の適
切な処理、調理場の衛生の維持

• 加熱する；中心温度85〜90℃で90秒以上
加熱

• つけない；調理中の交差感染予防、加熱
や非加熱の食材の取り扱いに注意



トイレの日常清掃

• 便器だけではなく、手指が触
れるドアノブやペーパーホル
ダー、手洗い場などトイレ全
体を清掃することが重要

• 清掃により、汚染を拡げない
ようにするためには、汚染リ
スクの引い場所から順番に清
掃することがポイント

清掃の順番；
洗面台やドアノブ→便器の周辺（スイッチ類・ペーパーホルダー・レ
バー）
→便座フタの外側・内側→便座の外側・内側→便座の内部



質問

• ノロウイルスに効果のある消毒薬は？

①次亜塩素酸ナトリウム　

②塩化ベンザルコニウム（逆性石けん）　

③消毒用アルコール



消毒薬の作り方

• 次亜塩素酸ナトリウムは、原液では使いません。希釈して使い

ます。

• 手袋やマスクを着けて取り扱うと安全

• 繊維などに使用すると色落ちする

• 金属に使用すると錆びるため、消毒後水拭きをするとよい





おう吐物の処理
おう吐物を処理するヒ
トの感染予防

色々なヒトが出入りし
ないようにする

換気をして室内のウイ
ルス量を減らす

処理時にすぐに使える
よう用意しておく

ウイルスは、
広く高く飛び散る 処理後にしっかりと手を洗う
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嘔吐物処理の手順

1. 手袋、ガウンまたはエプロン、サージカルマ
スク、液体が多い場合はゴーグルを着ける

2. 嘔吐物を濡らしたペーパータオルや使い捨て
の布で覆う

3. 嘔吐物を外側から中央へ集めるように回収
し、速やかにビニール袋へ入れる

4. 手袋、ガウン（エプロン）を外し、新しい手
袋とガウン（エプロン）を着ける

5. 使い捨ての布などに、消毒薬（0.5~0.1%次亜
塩素酸ナトリウム）を多めに染み込ませ、広

めに嘔吐物があった場所を拭く。これを2回
繰り返す。拭いた布は、速やかに袋に入れ廃

棄する。

6. 廊下などで、壁が近い場所にある場合は、壁
も同じように拭くようにする。

7. 利用者の衣服が汚れている場合は、速やかに
脱がせ新しいものに交換する



洗濯物の消毒

• 嘔吐物などがついている衣服は、85℃以上10分間つけこむ。
その後、通常の洗濯を行う。

• 0.05~0.1%次亜塩素酸ナトリウムに10分間つけ、通常の洗濯を
行う

• 85℃以上の温水洗濯機で洗う。



感染性胃腸炎の予防策

項目 内容

感染伝播に関連す
るウイルスの特徴

おう吐物やべん中に、大量のウイルスが存在し、
少量のウイルするで、容易に他の人へ感染する。
症状がよくなっても、1週間〜1ヶ月程度ウイルスの排出が続
く

感染経路 接触感染（経口感染）、（飛沫感染）

予防策
手洗いの徹底、食中毒予防対策の実践、トイレの日常的な清
掃の徹底、おう吐物処理時の対策



インフルエンザ



インフルエンザとは

• インフルエンザウイルスによって起こる感染症

• 感染源：気道分泌物

• 症状：38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感、
のどの痛み、鼻水、咳など

• 感染経路：飛沫・接触感染
令和７年度 急性呼吸器感染症（ARI）総合対策に関するQ&A



インフルエンザ流行状況

国立健康危機管理研究機構　感染症情報提供サイトより



質問

• インフルエンザは、毎年、何人くらいが感染するのか？

①1万人　②100万人　③1000万人　



インフルエンザの影響
日本

推計値/人口割合
アメリカ

推計値/人口割合

感染者数 3740万〜4290万人/11.4〜13％

病院を受診した数
1200.5万人（15歳未満41％）

9.5％
1730万〜2010万人/5.3〜6.1％

入院患者数 日本：20,389人/0.01％ 531,000〜647,000人/0.16〜0.2％

死亡者数 36,400〜61,200人/0.01〜0.02％
・2018年人口・・・アメリカ：3億2783万人、日本：1億2625万人　ウィキペディアより　

・国立感染症研究所、厚生労働省結核感染症課，今冬のインフルエンザについて（2018/19シーズン）
・CDCwebサイト，2018-2019 U.S. Flu Season: Preliminary Burden Estimates



感染力

• 1人の人が感染したときに、どの位
のヒトに伝播するかということ
を、基本再生産数という言葉で表
す。

• インフルエンザは、1人の人が感染
すると2〜3人のヒトへ伝播する事
ができる。

我が国におけるプレパンデミックワクチン開発の現状と臨床研究．国立感染症研究所ホームページより

感染症 基本再生産数（R0）

麻しん 16−21

ムンプス 11−14

風しん 7−9

みずぼうそう 8−10

百日咳 16−21

ジフテリア 6−7

ポリオ 5−7

インフルエンザ 2−3



インフルエンザのうつり方

• 感染しているヒトの飛沫（しぶき）を介して伝播する



インフルエンザとは

• インフルエンザの症状は、喉の痛みや咳、鼻水だけではなく、全身の倦怠

感、関節の痛みなど全身に影響を及ぼす

• 国民の1割程度が感染し、インフルエンザに関連した入院患者も多数発生
し、死亡に至る事案も発生する

• インフルエンザは、飛沫を介してうつり、1人の感染者から、2〜3人に伝播
する事ができる

インフルエンザは、通常のカゼ症候群とは分けて考える



インフルエンザ感染予防



質問

• インフルエンザワクチンは、どの位の間隔で接種をするの

か？

①毎年　②5年毎　③人生で1度　



インフルエンザワクチン

• インフルエンザワクチンは、そのシーズンに流行する事予測

された、ウイルスを用いて製造されます。

• そのため、毎年、ワクチンを接種することが必要です。



質問

• インフルエンザワクチンを、接種した方が良いヒトはだれ

か？

①病院職員　②持病のあるヒト　③国民全員　



ワクチン接種の意義

• 集団免疫（Herd Immunity）

• 1人1人がワクチン接種をし、予防接種率がある程度のところまでいくと、流行そ
のものを減らす事ができる

• コクーン戦略（Cocoon Strategy）

• コクーンとは蚕（カイコ）のマユのこと。ワクチン接種ができない人を守るため

に、周りのヒトがワクチン接種をすることで、つまりマユをつくることで、ワク

チン接種のできない人を守ること



ワクチン接種による集団免疫

 

感染症
基本再生産数
（R0） 集団免疫率

麻しん 16−21 90−95％
ムンプス 11−14 85−90％
風しん 7−9 80−85％
みずぼうそう 8−10 ≧90％
百日咳 16−21 90−95％
ジフテリア 6−7 85%
ポリオ 5−7 80−86％
インフルエンザ 2−3 50−67％＊

集団免疫率＝(1-1/R0)×100 ＊小学校の集団

我が国におけるプレパンデミックワクチン開発の現状と臨床研究．国立感染症研究所ホームページより

免疫の

ない人

免疫の

ある人

感染者

https://www.theguardian.com/society/ng-interactive/2015/feb/05/-sp-watch-how-measles-outbreak-spreads-when-kids-get-vaccinated


ワクチン接種の効果

• 6歳未満の小児

• 発症予防効果：60％

• 65歳以上の施設内で生活している高齢者

• 発症予防効果：34~55％

• 死亡の予防効果：82％
インフルエンザワクチン（季節性）．厚生労働省Webサイトより



質問

• インフルエンザが流行しているときに実施する対策は？

①カゼエチケット　②咳エチケット　③くしゃみエチケット　



咳エチケット
ティッシュは
ゴミ箱へ

鼻と口を押さ
える

サージカルマ
スクの使用

手指衛生



マスクの正しいつけ方

• マスクの上下を確認する

• 鼻の上部にしっかりと固定する

• プリーツを拡げ、鼻とあごをしっかりと覆う

• 隙間ができないように顔にフィットさせる



質問

• インフルエンザに感染したら、仕事に行くことができるのはいつ頃か？

①マスクを着ければ、仕事を休まなくても良い　

②発症後5日後または解熱後2日のどちらか長い方

③熱が下がったら



インフルエンザの隔離期間



インフルエンザ感染者が発生したら

• 居室は、できる限り個室とするか、複数人発生している場合は、一つの部屋

で管理をする（コホート）対応とする。

• 居室のコントロールができない場合は、ベッドの間隔を1.5~2m程度とりカー
テンなどで仕切りを行う。

• 基本的な感染予防策は、サージカルマスクの着用とするが、利用者がマスク

をつけられない状況で、飛沫が発生する場合は、手袋やガウンなどの着用も

考慮する。



参考資料

• 厚生労働省．高齢者介護施設における感染対策マニュアル　改訂版　2019
年3月　https://www.mhlw.go.jp/content/000500646.pdf

• 厚生労働省老健局．介護現場における感染対策の手引き 第3版. 令和5年9
月　https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001155694.pdf

• 厚生労働省．ノロウイルスに関するQ&A 　https://www.mhlw.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001155694.pdf


まとめ

• 病気の特徴を理解し、対策を理解すると正しい実践に結びつく

• 全員が同じ対策を実践できるよう、施設内のルールをわかりや

すくまとめる（マニュアルにする）

• 病気を、疑ったときから対策は実施する


